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10
月
12
日
（
金
）、

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
４

年
ぶ
り
と
な
る
キ
リ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
を

開
催
し
、
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ

Ａ
Ｉ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
（
日

本
代
表
）
が
パ
ナ
マ
代

表
と
対
戦
。
見
事
３―

０
の
勝
利
を
収
め
、
満

員
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
大

い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
で
も
コ
ー
チ
を
務

め
、
久
し
ぶ
り
の
凱
旋

と
な
る
森
保
一
監
督
率

い
る
新
生
日
本
代
表
の

第
２
戦
目
と
な
っ
た
こ

の
試
合
、
ス
タ
ジ
ア
ム

に
は
３
８
，
３
２
２

人
も
の
大
観
衆
を
集

め
、
９
月
の
初
陣
コ

ス
タ
リ
カ
戦
に
続
く
３

―

０
の
快
勝
と
な
っ

た
。
メ
ン
バ
ー
は
攻
撃

陣
に
２
０
１
８
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

も
活
躍
し
た
大
迫
勇
也

選
手
や
原
口
元
気
選
手

に
加
え
、
南
野
拓
実
選

手
、
伊
藤
純
也
選
手
を

起
用
、
中
盤
に
は
、
こ

の
日
キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー

ク
を
巻
い
た
青
山
敏
弘

選
手
が
構
え
、
最
終
ラ

イ
ン
に
は
新
代
表
の
顔

と
な
り
つ
つ
あ
る
槙
野

智
章
選
手
、
そ
し
て
こ

の
日
の
大
注
目
、
チ
ー

ム
最
年
少
の
19
歳
冨
安

健
洋
選
手
が
起
用
さ
れ

た
。
ま
さ
に
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
組
と
の
新
旧

融
合
が
計
ら
れ
る
注
目

の
一
戦
と
な
っ
た
。

　

試
合
は
、
立
ち
上
が

り
か
ら
積
極
的
に
攻
め

込
む
日
本
ペ
ー
ス
で
進

む
も
の
の
、
守
備
を
固

め
て
鋭
い
カ
ウ
ン
タ
ー

を
狙
う
パ
ナ
マ
と
一
進

一
退
の
攻
防
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
日
本
は
、

前
半
終
了
が
近
づ
く
に

つ
れ
て
立
て
続
け
に
良

い
形
を
つ
く
り
、
42
分

に
よ
う
や
く
待
望
の
先

制
点
を
あ
げ
る
。
青
山

選
手
の
イ
ン
タ
ー
セ
プ

ト
か
ら
南
野
選
手
へ
パ

ス
。
南
野
選
手
は
ド
リ

ブ
ル
か
ら
得
意
の
左
足

シ
ュ
ー
ト
で
見
事
ゴ
ー

ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
た
。

　

１―

０
で
折
り
返

し
、
後
半
に
入
っ
て

パ
ナ
マ
も
攻
勢
を
強
め

る
が
、
冨
安
選
手
を
中

心
に
粘
り
強
い
守
備
で

し
っ
か
り
と
対
応
し
失

点
を
許
さ
な
い
。
そ
し

て
65
分
、
南
野
選
手
が

放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
を

相
手
Ｇ
Ｋ
が
弾
き
、
そ

の
ボ
ー
ル
に
詰
め
た
伊

藤
選
手
が
ゴ
ー
ル
に
押

し
込
み
追
加
点
を
あ
げ

た
。
さ
ら
に
85
分
、
ア

ル
ビ
で
も
活
躍
し
た
途

中
出
場
の
川
又
堅
碁
選

手
が
Ｇ
Ｋ
と
１
対
１
か

ら
相
手
の
オ
ウ
ン
ゴ
ー

ル
を
誘
っ
て
追
加
点
。

そ
の
ま
ま
３―

０
で

終
了
し
、
森
保
体
制
２

連
勝
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

久
々
に
大
観
衆
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
ス
タ
ジ

ア
ム
で
、
新
潟
に
縁
の

あ
る
新
監
督
が
見
事

な
采
配
を
振
る
い
、
新

旧
融
合
し
た
新
生
Ｓ
Ａ

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

（
日
本
代
表
）
の
素
晴
ら

し
い
躍
動
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ぜ
ひ
、
こ
の
勢
い

を
来
年
の
ア
ジ
ア
カ
ッ

プ
、
そ
の
後
の
飛
躍
へ

と
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
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デンカビッグスワンスタジアム

日本代表 ３  　　　  ０ パナマ代表

NiFAマスタープラン2007スタート
（一社）新潟県サッカー協会は、
英語名 :Niigata  Football Associationの略称を従来のNFAからNiFAに変更し、これを「ニーファ」
と読みます。
また、新たなスタートを切るNiFAを象徴するシンボルマークを作成。
４本の翼は新潟、上越、中越、下越の４地区協会を表し、新潟県の形も示しています。
そして４地区協会の飛躍による新たな新潟のサッカーをGOALに向かうサッカーボールで表現しました。
さらに濃いブルーは新潟の空と海、地域に根ざしたNiFAを表しています。
NiFAはさまざまなシーンでこのシンボルマークを使用していきます。

 NiFAの理念
サッカーを通じて豊かなスポーツ文化を創造し、県民の心身の健全な発達と社会の発展に貢献する。

 NiFAのビジョン
1.新潟県におけるサッカーの普及に努め、全ての県民がサッカーに親しむ環境を作り上げる。
　他の競技団体と連係し、スポーツをより身近なものとすることで、県民の健康で豊かな生活をサポートする。
2. 新潟県を代表するチームが日本のトップレベルで活躍できるようサッカーの強化に努め、新潟県出身プレーヤーが国内外で活躍するこ
とで、県民に勇気・希望・感動をもたらす。

３.常にフェアプレーの精神を持ち、国内外の人々との友好を深め、社会に貢献する。

 NiFAの目標2015
2015年には、健全でゆるぎない組織となり、６つの目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが８万人となる。
⑵ Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーを合計で10人以上輩出し、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出する。
⑶各カテゴリーの全国大会において、新潟県チームのいずれかが常にベスト４以上の成績を修める。
⑷ＪＦＬに加盟するチームを育成する。
⑸各カテゴリーの全国大会、国際試合を誘致、運営する。

 NiFAの目標2050
2050年にむけて、組織基盤をさらに強固なものとし、2050年までに以下の目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが15万人となる。
⑵Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーが合計10人以上存在し続け、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出し続
ける。
⑶日本で FIFAワールドカップが開催される際には、サッカー専用スタジアムで試合を開催する。
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
Ｕ―

18
は

４
年
ぶ
り
２
回
目
の
出
場

と
な
り
ま
す
。
な
で
し
こ

リ
ー
グ
や
大
学
生
チ
ー

ム
、高
体
連
の
チ
ー
ム
等
、

日
頃
対
戦
す
る
機
会
の
少

な
い
他
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の

真
剣
勝
負
の
場
を
求
め
て

目
標
と
し
て
い
た
舞
台
で

す
。

　

11
月
3
日
、
テ
ク
ノ

ポ
ー
ト
福
井
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
１
回
戦
。
常

盤
木
学
園
高
校（
宮
城
県
）

は
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
覇

者
。
チ
ー
ム
が
連
動
し
て

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
プ
レ
ー

を
す
る
印
象
が
あ
り
、
想

定
さ
れ
る
場
面
を
切
り
取

り
、
攻
守
に
お
い
て
共
有

し
た
理
解
を
深
め
て
挑
み

ま
し
た
。
相
手
の
ス
ト
ロ

ン
グ
で
あ
る
サ
イ
ド
攻
撃

に
対
し
て
、
簡
単
に
自
由

を
与
え
ず
組
織
的
な
守
備

で
ボ
ー
ル
を
奪
う
こ
と
、

攻
撃
に
お
い
て
は
複
数
人

関
わ
れ
る
個
々
の
距
離
感

を
意
識
し
、
生
み
出
し
た

ス
ペ
ー
ス
を
全
員
で
狙
っ

て
い
く
こ
と
を
徹
底
し
ま

し
た
。

　

ゴ
ー
ル
前
で
の
攻
防
か

ら
先
制
を
許
す
も
、
長
短

の
パ
ス
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア

皇
后
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
40
回
全
日
本

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
参
加
し
て

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｕ―

18

　

監
督　

佐
野　

佑
樹

に
進
入
し
、
冷
静
に

相
手
を
か
わ
し
て
得

点
。
１―

１
で
折
り

返
し
た
後
半
は
幾

度
と
な
く
相
手
の
背

後
を
つ
く
シ
ー
ン
は

つ
く
り
ま
し
た
が
得

点
に
は
至
ら
ず
。
逆

に
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
に

対
す
る
マ
ー
ク
の
受

け
渡
し
や
、
ル
ー
ズ

ボ
ー
ル
へ
の
反
応
の

差
で
相
手
に
得
点
を
許
し

１―

３
で
初
戦
敗
退
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
大
会
出
場
に
際
し

た
く
さ
ん
の
ご
声
援
を
い

た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し

県
選
手
権
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て

新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会 

実
施
委
員
長  　

　

石
坂　
　

学

　

30
年
５
月
26
日
（
日
）

の
「
天
皇
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ 

第

98
回
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
」1
回
戦
で
は
、

新
潟
県
代
表
の
新
潟
医
療

福
祉
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
が

Ｊ
３
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
と

対
戦
し
、
２―

３
で
惜
し

く
も
２
回
戦
進
出
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
Ｊ
３
相
手
に
堂
々
た

る
戦
い
ぶ
り
で
プ
ロ
ク
ラ

ブ
を
苦
し
め
、
新
潟
県
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
第
一
種

（
社
会
人
・
大
学
）
登
録

の
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が
参

加
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
真

の
日
本
一
を
争
う
日
本
最

大
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
で
、
各
都
道
府
県
の
ア

マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム
が
プ
ロ

ク
ラ
ブ
と
の
対
戦
を
目
標

と
し
て
熱
く
戦
っ
て
い
ま

す
。

　

31
年
５
月
12
日
（
日
）

新
潟
県
代
表
決
定
戦
に
向

け
、30
年
11
月
18
日
（
日
）

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
「
新
潟
日
報

杯
・
共
同
通
信
杯 

第
24

回
新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
」
と
し
て
予
選
会

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

共
催
社
の
「
新
潟
日

報
社
様
」「
共
同
通
信
社

新
潟
支
局
様
」、
協
賛
社

の
「
株
式
会
社
モ
ル
テ
ン

様
」
か
ら
、
長
き
に
渡
り

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
運
営
、
ま
た
、
各

チ
ー
ム
・
選
手
が
上
位
を

目
指
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
、

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

予
選
会
日
程

1
回
戦

　
　

30
年
11
月
18
日（
日
）

2
回
戦

　
　

30
年
11
月
25
日（
日
）

準
々
決
勝

　
　

31
年
4
月
14
日（
日
）

準
決
勝

　
　

31
年
4
月
21
日（
日
）

決
勝
戦

　
　

31
年
5
月
12
日（
日
）

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
整

備
・
適
正
化
を
狙
っ
た

「
カ
レ
ン
ダ
ー
改
革
」
は

28
年
度
か
ら
行
わ
れ
ま
し

た
。
競
技
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
前
年
か
ら
予
選
会

が
行
わ
れ
年
度
を
跨
い
で

各
都
道
府
県
の
代
表
が
決

定
さ
れ
る
と
い
っ
た
日
程

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
状
況
で
は
、

今
24
回
大
会
の
参
加
チ
ー

ム
数
は
14
チ
ー
ム
と
い
う

結
果
で
、
改
革
が
行
わ
れ

た
３
年
前
か
ら
激
減
し
て

お
り
ま
す
。
適
正
な
運
営

を
行
う
う
え
で
も
、
予
選

会
活
性
化
の
う
え
で
も
課

題
は
山
積
み
で
す
が
、「
Ｆ

Ｃ
．
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
」や「
上

越
教
育
大
学
」
な
ど
、
新

た
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
も

出
て
き
て
お
り
、
先
を
見

越
し
た
運
営
側
の
努
力
も

必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

大
会
の
活
性
化
が
急
務

擁
す
る
岡
山
相
手
に
、
大

会
初
戦
で
あ
る
試
合
に
む

け
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

精
神
で
ピ
ッ
チ
に
立
ち
ま

し
た
。

　

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン

バ
ー
は
Ｇ
Ｋ

：

福
村
、
Ｄ

Ｆ

：

久
保
田
、
山
谷
、
左

山
、
北
川
、
Ｍ
Ｆ

：

小
原
、

上
尾
野
辺
、
阪
口
、
八
坂
、

Ｆ
Ｗ

：

川
﨑
、
佐
伯
の
11

名
。

　

3
週
間
ぶ
り
の
公
式
戦

と
な
る
た
め
、
ゲ
ー
ム

に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か

か
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
心
配
も

な
く
、
キ
ッ
ク
オ
フ
か
ら

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
ゴ
ー
ル

へ
向
か
い
、
前
半
9
分
、

コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら

の
ボ
ー
ル
を
北
川
ひ
か
る

が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
シ
ュ
ー

ト
し
、
１―

０
と
し
ま

す
。
そ
の
後
何
度
も
ペ
ナ

ル
テ
ィ
エ
リ
ア
へ
侵
入
す

る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た

が
、
相
手
Ｄ
Ｆ
に
阻
ま
れ

た
り
、
シ
ュ
ー
ト
の
精
度

を
欠
い
た
り
、
な
か
な
か

追
加
点
が
奪
え
ま
せ
ん
。

　

20
分
、
相
手
Ｆ
Ｋ
か

ら
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
あ
わ
さ

れ
１―

１
と
な
り
ま
す

が
、
32
分
Ｃ
Ｋ
の
流
れ

か
ら
ゴ
ー
ル
前
に
こ
ぼ
れ

た
ボ
ー
ル
に
左
山
桃
子
が

走
り
込
み
な
が
ら
シ
ュ
ー

ト
、
２―

１
と
し
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
新

潟
は
続
く
35
分
、
ボ
ー
ル

を
う
け
た
佐
伯
選
手
が
ド

リ
ブ
ル
で
仕
掛
け
な
が
ら

八
坂
芽
依
へ
つ
な
ぎ
、
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
左
サ
イ
ド

を
上
が
っ
て
き
た
北
川
ひ

か
る
へ
パ
ス
。
相
手
ラ
イ

ン
裏
に
抜
け
出
し
、
Ｇ
Ｋ

の
動
き
を
み
て
左
足
を
振

り
ぬ
き
ゴ
ー
ル
。
前
半
を

終
了
し
、
３―

１
と
し
ま

す
。

　

後
半
よ
り
川
﨑
咲
耶
に

代
わ
り
、
渡
辺
彩
香
を

ピ
ッ
チ
に
送
り
出
し
、
左

サ
イ
ド
の
攻
撃
を
活
性
化

さ
せ
ま
す
。
両
チ
ー
ム
と

も
攻
防
を
重
ね
な
が
ら
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す

が
、
な
か
な
か
追
加
点
が

奪
え
ず
、
迎
え
た
85
分
。

ゴ
ー
ル
前
で
の
混
戦
か
ら

岡
山
が
得
点
し
３―

２

と
さ
れ
ま
す
が
、
相
手
の

圧
力
を
受
け
な
が
ら
も
対

応
し
、
３―

２
で
3
回
戦

進
出
を
決
め
ま
し
た
。

　

決
し
て
よ
い
内
容
の

ゲ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
悪
い
流
れ
の

時
間
帯
で
も
、
体
を
張
っ

て
守
っ
た
り
、

全
体
を
通
じ
て

組
織
だ
っ
た
守

備
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

3
回
戦
は

来
週
12
月
2

日
（
日
）
11

：

00
キ
ッ
ク
オ
フ

で
藤
枝
市
総
合

運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
に
て
、

日
体
大
Ｆ
Ｉ
Ｅ

Ｌ
Ｄ
Ｓ
横
浜
と

対
戦
し
ま
す
。

皇
后
杯
に
参
加
し
て

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

　

会
場
へ
お
越
し
い
た
だ

い
た
７
６
７
名
の
方
を
は

じ
め
、
2
回
戦
を
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
同
様
の
雰
囲
気
で

新
潟
県
開
催
に
て
運
営
し

て
下
さ
っ
た
新
潟
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
お
よ
び
関
係
者

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

新
潟
県
代
表
と
し
て
、

皇
后
杯
を
持
ち
帰
れ
る
よ

う
、
目
の
前
の
一
戦
一
戦

を
力
を
出
し
切
っ
て
戦
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

９
月
29
日
よ
り
開
催

さ
れ
た
福
井
国
体
に
お
い

て
、
一
回
戦
は
鹿
児
島
選

抜
に
２
対
０
で
勝
ち
、
続

く
二
回
戦
は
茨
城
県
選
抜

に
０
対
１
で
敗
退
、
ベ
ス

ト
16
と
い
う
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
新
潟
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
は
じ
め

関
係
者
の
方
々
、
選
手
達

を
育
て
て
下
さ
っ
た
四

種
・
三
種
指
導
者
の
方
々
、

日
々
の
ご
指
導
に
ご
尽
力

頂
い
て
い
る
二
種
指
導
者

の
方
々
、
そ
し
て
日
々
選

手
達
を
支
え
応
援
し
て
下

さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
々

に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
回
戦
、
鹿
児
島
戦
で

は
相
手
の
や
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
消
し
、
立
ち

上
が
り
か
ら
攻
守
に
主
導

権
を
握
り
、
結
果
良
い
時

間
帯
で
得
点
を
上
げ
、
２

―

０
で
の
勝
利
と
な
り

ま
し
た
。
二
回
戦
、
茨
城

戦
は
長
身
・
ロ
ン
グ
ボ
ー

ル
・
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
に
苦

し
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
競

り
合
い
で
は
相
手
に
身
体

を
寄
せ
て
制
限
、
ま
た
ロ

ン
グ
ボ
ー
ル
に
対
し
て
も

背
後
を
取
ら
れ
る
こ
と
な

く
冷
静
に
対
応
し
続
け
ま

し
た
。
前
半
中
盤
に
ゴ
ー

ル
前
へ
の
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー

の
こ
ぼ
れ
球
か
ら
一
瞬
の

隙
を
突
か
れ
失
点
し
て
し

福
井
国
体
を
終
え
て

〜
も
う
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
新
潟
を
目
指
し
て
〜

新
潟
県
少
年
選
抜　

監
督  

北
垣　

大
介

ま
い
ま
し
た
が
、
一
試
合

を
通
し
て
、
ロ
ン
グ
ボ
ー

ル
か
ら
の
セ
カ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
予
測
・
回
収
し
、
ア

タ
ッ
キ
ン
グ
サ
ー
ド
ま

で
迫
る
と
い
う
個
々
の
対

応
力
を
随
所
に
発
揮
し
ま

し
た
。
チ
ー
ム
立
ち
上

げ
か
ら
テ
ー
マ
と
し
て
き

た
「
個
人
戦
術
を
ベ
ー
ス

に
攻
守
に
関
わ
り
続
け
る

サ
ッ
カ
ー
」
を
国
体
の
場

で
表
現
で
き
た
こ
と
は
、

大
き
な
成
果
で
し
た
。

　

ま
た
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
り
き

た
り
で
す
が
「
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
」
で
し
た
。
特
に
茨

城
戦
で
は
、
ゴ
ー
ル
前
を

固
め
ら
れ
た
う
え
に
最
後

の
最
後
ま
で
ス
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
で
身
体
を
投
げ
出

し
て
く
る
よ
う
な

固
い
守
備
に
対
し

て
、
ア
タ
ッ
キ
ン

グ
サ
ー
ド
・
ゴ
ー

ル
前
ま
で
は
運
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の

で
す
が
、
ゴ
ー
ル

ま
で
は
結
び
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
下
で

も
発
揮
で
き
る
〝
更

に
正
確
な
技
術
〞、

ス
ペ
ー
ス
・
時
間

の
無
い
中
で
の
〝
も

う
一
工
夫
〞
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
が
も
う

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
に
な
る
た

め
に
は
、
育
成
年
代
か
ら

更
に
止
め
る
・
蹴
る
・
運

ぶ
な
ど
の
ベ
ー
ス
を
上

げ
、
同
時
に
「
自
分
で
考

え
さ
せ
、
指
導
者
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
、
ま
た
考
え
さ

せ
る
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル

で
、
ピ
ッ
チ
の
中
で
自
分

で
考
え
ら
れ
る
自
立
し
た

選
手
を
県
全
体
で
育
成
す

る
こ
と
、
特
に
四
種
・
三

種
年
代
に
お
い
て
そ
れ
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
Ｕ
13
県
ト
レ
セ
ン

か
ら
約
４
年
間
こ
の
年
代

の
監
督
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
ま

で
活
動
に
関
わ
っ
た
約
60

名
の
選
手
達
、
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
活
動
へ

快
く
選
手
を
送
り
出
し
て

く
だ
さ
っ
た
所
属
チ
ー
ム

代
表
者
の
方
々
へ
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
新
潟
県
の
サ
ッ

カ
ー
発
展
の
た
め
に
共
に

精
進
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

福
井
し
あ
わ
せ

元
気
国
体
２
０
１
８

　

11
月
24
日
（
土
）、
新

潟
市
陸
上
競
技
場
に
て
、

岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
と

の
皇
后
杯
2
回
戦
に
臨
み

ま
し
た
。
元
日
本
代
表
選

手
な
ど
実
力
あ
る
選
手
を

皇   

后   

杯

上
げ
ま
す
。
自
分
た
ち
の

足
元
を
今
一
度
見
直
し
、

ま
た
こ
の
舞
台
に
戻
っ
て

こ
れ
る
よ
う
に
、
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

で
あ
り
、
新
た
な
施
策
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、「
す

る
人
、見
る
人
、支
え
る
人
」

の
楽
し
み
や
意
欲
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
、
選
手
に
お
い
て
は
、

相
手
チ
ー
ム
、
審
判
員
に

対
し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
の
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
未

来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
目

標
と
な
る
よ
う
な
、
立
ち

居
振
る
舞
い
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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新　　　潟
フットボールデー in 新潟 /親子サッカー大会 (*^。^*)

新潟市サッカー協会　理事長　佐々木　篤　行

　９月２日、鳥屋野運動公園球技場にて『フットボールデー in 新潟
// 親子サッカー大会』を開催致しました。
　新潟市内ジュニアチームの選手・OB/OJ・保護者さん・指導者コー
チチームでの対抗戦形式によるフェスティバルを行いました。
　参加者の皆さんが楽しみにしているとの事でした。試合は、ジュニ
アチーム（各学年）は練習の成果を発揮し、気持ちのこもった、活気
に満ち溢れたプレーでした。又、保護者との対戦は観客も笑いの絶え
ない試合展開でした。
　中でも、ママさん達の試合は、とても白熱していて、ファインプレー
連発で、観客もビックリしていた事が特に印象に残っています。素晴
らしい…!(^^)!
　コンディションはもう最高で（若干、暑かったですが……((+_+))
ピッチ上は笑顔・(^o^)・笑い満載と、飛び散る汗・あせ・汗で、素
晴らしい大会になりました。

　今回の『フットボールデー in 新潟 // 親子サッカー大会』は、『楽
しくサッカーをプレーし、たくさんの笑顔があふれ、年代を超えてで
きるスポーツ＝サッカー』である事を感じ、次回も継続しサッカーファ
ミリーの輪を一層広げていきたいです。
　各カテゴリーの壁がなく交流の場を提供し、「たくさん笑顔＝フット
ボールデー」になるよう、今後も開催していきたいと思っております。
　尚、当日参加していただいたチームの皆様、保護者様、運営にご協

力いただいた関係者各位には、
心より感謝し御礼を申し上げ
ます。
　誠に有難うございました。
(*^^)v

　今年 9月 2日（日）新井総合運動公園にてU-9 サッカーフェスティ

バルを行いました。

　50 ～ 60 人程度の小規模ではありますが晴れた気持ちのいいグラン

ドで楽しくフェスティバルを行うことができました。大会等試合の少

ないU-9 年代を対象に、ゲーム経験と技術の向上を目指し、より広い

年齢層へのサッカーの普及、サッカーに係わる保護者への周知とサッ

カーファミリーの拡大を主旨としています。ゲームをこなすごとに、

参加してくれた子供たちはいうに及ばず、保護者の皆様も熱く楽しそ

うにゴールを目指し、ボールを追いかけてくれました。今後は、より

早期に発信し可能であれば試合形式での交流フェスティバルからさら

に選手交流、各チーム同士の交流色を創造したいと考えています。各

チーム紹介や自慢発表の時間を設けたり、子供たちにも解かりやすい

メディカルレクチャーなど、時間を有効有意義に利用し、より楽しい

フェスティバルとなるようにしたいと考えています。

　もっとわかりやすくサッカーに

ふれる機会をつくり、もっとたく

さんの人からサッカーの楽しさを

知ってもらえるようにこれからも

続けていきます。

中　　　越
「JFAフットボールデー 2018 in 十日町市」を開催して

　中越地区サッカー協会　会長　若　山　　　裕
　　　　　　　　（十日町市サッカー協会）

　9月 16 日（日）に本年もクロアチアピッチにて「JFAフットボー
ルデー 2018 in 十日町市」を開催致しました。
　昨年と同様に、サッカーを見たことはあるけどボールを蹴ったこと
のない人や、学生時代に少しだけプレーをした方々など、サッカーを
「する人」「観る人」「支える人」そして「応援する人」も対象とし親
子 57名の参加者で開催しました。
　サブタイトル「なでしこキッズサッカースクール」と称し、親子で
サッカーを通してスポーツの楽しさを知ってもらう内容です。
　今年は、「ゴールを決める」「フェイントをかける」をテーマに、ウォー
ミングアップ後からミニゲームの開始でした。2個のゴール設定から
最終的に 6個のゴール設定となり、如何に視野を広く持つかが試され
る内容となりました。今日出逢った大人と子供がしっかりと手を握り
合い、お互いに思いやる姿は毎年素敵な光景でした。
　世界基準クロアチアピッチの天然芝の感触を確かめるように全員で
寝転んだり、子供チーム対親チームの変則ルールで対抗戦を行い、負
けたチームは勝ったチームに対し賞賛をしっかりと贈り、勝者側はみ
んなでハイタッチし感謝の意を表していました。得点王には美味しい
キャンデーのご褒美もありました。
　全員で大きな輪をつくり全員でハイタッチをし、満面の笑みでス
クールは終了しました。
　来年も是非開催を望む声が多くありましたので、来年度に向けて多
くの方々のご協力を得ながら開催できればと思っております。

下　　　越
「フットボールデー」を開催して

下越地区サッカ－協会　理事長　国　枝　晴　隆

　本年のフットボ－ルデーでは、新発田地区、新発田カルチャーセン
ター中央グランドで親子ふれあいサッカ－を行いました。
　親子を含め 200 名近くの参加があり、当日は天候にも恵まれ大変有
意義な、サッカーイベントになりました。
　サッカーボールを追いかける、子ども達の笑顔が大変印象的でした。

　これからも、選手・審判・指導者という登録者だけでなく、愛好者
や多くのサポーターを含めたサッカーファミリーへ、サッカー環境を
充実していくことに取り組んでいきたいと思います。そして、更なる
サッカーファミリー人口の増加、そして下越地区全体のサッカーレベ
ルの向上を目的に更なる飛躍をめざして、努力、邁進していく所存で
あります。

最後に
   （一社）新潟県サッカー協会が掲げる「サッカーを通じて豊かなス
ポーツ文化を創造し、県民の心身の健全な発達と社会の発展に貢献す
る。」という理念にもう一度立ち返り、明確な目標をもって進んでま
いります。
   今後とも下越地区サッカー協会をご支援いただきますよう、よろし
くお願い申し上げます。 

上　　　越
フットボールデー開催報告
　上越地区サッカー協会　理事長　栗　原　　　仁

2 0 1 8
フットボールデー
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第
16
回　

県
民
共
済
カ
ッ
プ

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
新
人
戦

北
信
越
大
会
・
県
大
会
を
戦
っ
て

グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス　

　

高
井　

宏
徳

　

9
月
16
日
・
17
日
に
ク

ラ
ブ
ユ
ー
ス
新
人
戦
県
大

会
、
10
月
6
日
〜
8
日
に

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
新
人
戦
北

信
越
大
会
に
出
場
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
関
係
者
の
皆
様
に

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
月
よ
り
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
チ
ー
ム
の

目
標
の
１
つ
が
新
人
戦
県

大
会
を
優
勝
し
、
北
信
越

大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
で

し
た
。
試
合
に
勝
つ
か
ら

良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
良

い
雰
囲
気
。
試
合
に
負
け

る
か
ら
悪
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
悪
い
雰
囲
気
。
で
は

な
く
、
次
の
試
合
に
向
け

て
全
力
で
準
備
す
る
、
自

分
た
ち
の
や
っ
て
い
る

こ
と
を
信
じ
る
、
勝
負

に
向
け
て
の
拘
り
や
プ
ロ

セ
ス
を
大
事
に
し
な
が
ら

日
々
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、
6
月

に
活
動
を
共
に
し
て
い
る

Ｕ
15
が
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス

選
手
権
新
潟
県
大
会
を
制

し
、
我
々
も
高
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
準

決
勝
・
決
勝
と
Ｐ
Ｋ
戦
ま

で
戦
う
ハ
ー
ド
な
試
合
で

し
た
が
、
優
勝
と
い
う
結

果
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
試
合
に
出
て
い
た

選
手
だ
け
で
な
く
、
試
合

の
サ
ポ
ー
ト
や
い
つ
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
、

Ｕ
14
・
Ｕ
15
の
選
手
全
員
、

選
手
の
指
導
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ

フ
、
応
援
し
て
く
れ
る
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
関
係
者

の
皆
さ
ん
、
す
べ
て
の
力

が
合
わ
さ
っ
た
結
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
信
越
大
会
で
は
、
各

県
の
強
豪
チ
ー
ム
と
の
試

合
に
１
勝
も
出
来
ず
、
大

会
を
終
え
て
し
ま
い
、
残

念
な
結
果
と
は
な
り
ま
し

た
が
、
拘
り
を
持
っ
て

プ
レ
ー
で
き
て
い
た
と
こ

ろ
、
整
理
が
必
要
な
と
こ

ろ
な
ど
た
く
さ
ん
の
刺
激

を
も
ら
え
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
と
く
に
守
備

の
賢
さ
と
い
う
面
で
不
足

し
て
い
た
部
分
が
課
題
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来

年
Ｕ
15
ま
で
に
、
こ
の
レ

ベ
ル
で
プ
レ
ー
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
整
理
し
て
日

ご
ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
い
つ
も
交
流
い
た
だ

け
る
新
潟
県
内
チ
ー
ム
の

皆
様
、
当
ク
ラ
ブ
の
選
手

指
導
に
関
わ
っ
て
頂
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
チ
ー
ム

共
々
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

き
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
に
と
っ
て
10
年

ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
と
な

り
ま
す
。

　

今
大
会
に
向
け
て
チ
ー

ム
コ
ン
セ
プ
ト
「
攻
守
連

動
」
を
掲
げ
、
技
術
習
得

に
加
え
、
様
々
な
状
況
下

で
の
判
断
力
を
身
に
付
け

る
為
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

を
積
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

か
ら
、
選
手
達
の
練
習
に

取
り
組
む
姿
勢
、向
上
心
、

そ
し
て
何
よ
り
も
メ
ン

バ
ー
全
員
の
「
試
合
に
か

け
る
強
い
想
い
」
が
こ
の

県
大
会
優
勝
と
い
う
結
果

に
繋
が
っ
た
最
大
の
要
因

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
大
会
は
選
手
、
チ
ー

○ 

県
民
共
済
カ
ッ
プ
第
16
回
新
潟
県

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

 

平
成
30
年
９
月
23
日
（
日
）、
９

月
24
日
（
月
・
祝
）

　

 

新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
・
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

　

決　

勝

　
　

ジ
ェ
ス
新
潟
東
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

２―

１

　
　

グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

　

優　

勝

　
　

ジ
ェ
ス
新
潟
東
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝

　
　

グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

　

第
３
位

　
　

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―

12
、

　
　

ジ
ョ
ガ
ボ
ー
ラ
柏
崎
Ｊ
ｒ

ム
に
と
っ
て
、
と
て
も
良

い
経
験
の
場
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
通
過
点
で

あ
り
、
選
手
個
人
、
チ
ー

ム
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
高

め
ら
れ
る
所
は
沢
山
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達

の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、
可
能
性
や
引
き
出
し

を
増
や
す
こ
と
に
務
め
、

３
種
・
２
種
年
代
へ
と
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
今
大
会
開
催
に

あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
選
手
、
保

護
者
様
、
チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
、
ご
支
援
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に

感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
県
民
共
済
カ
ッ
プ
」

ジ
ェ
ス
新
潟
東
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

主
将　

岡
崎　

我
徠

　

７
月
か
ら
予
選
が
ス

タ
ー
ト
し
て
、
約
３
ヶ
月

か
け
て
優
勝
を
決
め
る
こ

の
大
会
。

　

僕
は
常
に
優
勝
を
目
指

し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
僕
た
ち
も
予
選
前

の
カ
ッ
プ
戦
で
は
敗
北
と

い
う
悔
し
い
ス
タ
ー
ト
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
本
当
に
悔
し
く

て
、
常
に
気
持
ち
を
入
れ

て
練
習
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
チ
ー
ム
の
上
級

生
と
の
練
習
や
他
の
強
い

チ
ー
ム
と
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
ッ
チ
。

　

そ
し
て
お
家
で
は
お
父

さ
ん
と
１
対
１
の
練
習
を

本
気
で
や
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
始
ま
っ
た
東

地
区
予
選
を
１
位
突
破
し

て
、
県
大
会
の
予
選
リ
ー

グ
も
何
と
か
１
位
突
破
し

ま
し
た
。

　

つ
い
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
。

　

と
て
も
強
く
て
有
名
な

チ
ー
ム
ば
か
り
で

す
ご
く
緊
張
し
ま

し
た
が
、
全
力
で

戦
い
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
Ｐ

Ｋ
戦
、
決
勝
で
は

延
長
ま
で
い
く
き

び
し
い
試
合
で
し

た
が
、
優
勝
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
の
ホ

イ
ッ
ス
ル
が
鳴
っ

た
時
は
本
当
に
本

当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　

こ
の
大
会
で

色
々
な
チ
ー
ム
と

対
戦
で
き
た
し
、
色
々
な

経
験
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
経
験
を
い
か
し
て

こ
れ
か
ら
先
の
色
々
な
大

会
で
も
絶
対
に
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

○ 

第
26
回
新
津
カ
ッ
プ
新
潟
県
少
年

サ
ッ
カ
ー
５
年
生
大
会

　

 

平
成
30
年
10
月
６
日
（
土
）、
10

月
７
日
（
日
）

　

 

新
津
金
屋
運
動
広
場
・
阿
賀
野
川

水
辺
プ
ラ
ザ

　

決　

勝

　
　

ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
12
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　

３―

０

　
　

グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

　

優　

勝

　
　

ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
12
ジ
ュ
ニ
ア

　

準
優
勝

　
　

グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

　

第
３
位

　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
Ｕ―

12
、

　
　

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ 

Ｆ
３

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
学
年
の
選
手
は
Ｕ

６
年
代
か
ら
身
体
の
神
経

系
向
上
。
Ｕ
８
年
代
で
は

ド
リ
ブ
ル
を
徹
底
し
た
技

術
習
得
に
励
み
ま
し
た
。

Ｕ
10
年
代
で
は
パ
ス
＆
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
ポ

ゼ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
数
多

く
の
技
術
習
得
、
グ
ル
ー

プ
戦
術
に
努
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
向
け
て
子
ど

も
達
は
「
北
信
越
出
場
と

初
優
勝
」
を
目
標
に
あ
げ

て
練
習
の
時
か
ら
合
言
葉

で
あ
る
意
識
、
組
織
、
知

識
を
テ
ー
マ
で
戦
い
ま
し

た
。
予
選
リ
ー
グ
一
試
合

目
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦
で
二
度
対
戦
し
ま

し
た
、
長
岡
ビ
ル
ボ
ー

第
26
回　

新
津
カ
ッ
プ

ド
戦
で
は
ボ
ー
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
ミ
ス
が
多
く
、

思
う
様
な
プ
レ
ー
が
で
き

ず
、
失
点
が
目
立
っ
た

試
合
で
し
た
。
相
手
の
謙

虚
な
プ
レ
ー
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

　

大
会
を
通
じ
、
選
手
が

試
合
を
通
じ
て
チ
ー
ム

が
一
つ
と
な
り
、
成
長
で

き
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て

大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
こ
数
年
継
続

し
て
要
求
し
て
い
る
「
自

立
し
た
選
手
」
が
育
つ
、

大
き
な
成
果
に
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
新
津
カ
ッ
プ
優

勝
、
北
信
越
出
場
、
新
潟

県
代
表
と
し
て
精
一
杯
、

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
県
民
共
済
カ
ッ
プ
」

ジ
ェ
ス
新
潟
東
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

監
督　

田
村　
　

務

　

こ
の
度
、
県
民
共
済

カ
ッ
プ
第
16
回
新
潟
県

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
大
会
に

お
い
て
優
勝
す
る
事
が
で

「
第
26
回
新
津
カ
ッ
プ
優

勝
に
つ
い
て
」

ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
12
ジ
ュ
ニ
ア

監
督　

小
熊　

理
祐

　

こ
の
度
は
、
歴
史
あ
る

素
晴
ら
し
い
大
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
チ
ー

ム
創
立
７
年
目
で
初
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
尚
、
大
会
の
運
営
関

係
者
様
に
は
心
よ
り
感
謝

「
新
津
カ
ッ
プ
優
勝
に
つ

い
て
!!
」

ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
12
ジ
ュ
ニ
ア

主
将　

渡
邊　

夏
記

　

僕
は
、
自
分
た
ち
の
代

で
必
ず
優
勝
し
て
や
る
と

い
う
気
持
ち
で
大
会
に
挑

み
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
の
初
戦

は
、
長
岡
ビ
ル
ボ
ー
ド

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と

の
対
戦
で
し
た
。
前
半
は

チ
ー
ム
の
調
子
が
悪
か
っ

た
の
で
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
全
員
が
積
極
的
に
声
を

出
す
こ
と
を
確
認
し
、
後

半
は
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
て
な
ん
と
か
勝
て
ま
し

た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

入
る
と
チ
ー
ム
の
調
子
が

よ
く
な
り
、
順
調
に
勝
ち

上
が
り
ま
し
た
。

準
決
勝
で
は
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
Ｕ―

12

と
対
戦
し
ま
し
た
。
前
後

半
と
も
互
角
の
戦
い
で
し

た
が
、
中
盤
の
競
り
合
い

に
勝
っ
て
前
線
に
つ
な

ぎ
、
キ
ー
パ
ー
と
の
１
対

１
を
決
め
た
先
制
点
を
守

り
切
り
、
勝
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
グ
ラ
ン

セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

と
対
戦
し
ま
し
た
。
み
ん

な
の
体
力
が
な
い

中
、
パ
ス
を
丁
寧
に

回
す
こ
と
が
で
き
、

シ
ュ
ー
ト
も
積
極

的
に
打
て
て
、
３

点
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
危

な
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
０
点

に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
勝
ち
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
瞬
間

は
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
が
、

今
で
は
、
全
国
大
会
へ
の

通
過
点
だ
と
思
い
、
気
を

引
き
締
め
て
日
々
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
津
カ
ッ
プ
の
戦
い
の

中
で
出
た
反
省
点
を
修
正

し
、
チ
ー
ム
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
３
月
の
北
信
越

大
会
で
も
優
勝
し
、
全
国

大
会
へ
行
き
た
い
で
す
。

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
新
人
戦

北
信
越
新
人
戦
に
参
加
し
て

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
Ｕ―

15
コ
ー
チ　

　

李リ　
　

英ヨ
ン

漢ハ
ン

　

９
月
16
日
（
土
）、
17

日
（
日
）
新
潟
県
Ｕ―

14

新
人
戦
県
大
会
が
聖
籠
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

我
々
、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
Ｕ―

14
は
こ

れ
ま
で
の
期
間
に
た
く
さ

ん
の
遠
征
や
試
合
の
中
で

様
々
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経

験
さ
せ
つ
つ
も
、
全
選
手

に
均
等
の
出
場
機
会
を
与

え
、
経
験
と
サ
ッ
カ
ー

理
解
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、仲
間
と
協
力
す
る
事
、

す
な
わ
ち
チ
ー
ム
と
し
て

仲
間
の
プ
レ
ー
の
特
徴
を

知
り
、
受
け
入
れ
、
チ
ー

ム
の
中
で
自
身
の
特
徴
を

出
せ
る
よ
う
に
日
頃
の
練

習
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
サ
ッ
カ
ー
の

技
術
面
（
止
め
て
、蹴
る
、

運
ぶ
）
の
反
復
練
習
も
こ

な
し
て
き
ま
し
た
が
日
常

生
活
か
ら
ピ
ッ
チ
内
外
の

繋
が
り
を
見
つ
け
、
挨
拶

や
道
具
の
管
理
、
試
合
や

練
習
で
の
準
備
の
速
さ
や

行
動
力
な
ど
日
常
生
活
の

部
分
が
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

中
に
も
繋
が
り
が
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
練
習
や

日
常
生
活
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。

　

テ
ー
マ
と
し
ま
し
て
は

攻
撃
の
と
こ
ろ
は
ボ
ー
ル

を
大
事
に
し
な
が
ら
攻
め

る
こ
と
、
状
況
に
応
じ
て

時
間
を
か
け
ず
に
早
く
攻

め
る
事
、
守
備
面
で
は
個

人
で
ボ
ー
ル
を
奪
う
事
と

グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
で

き
る
だ
け
相
手
ゴ
ー
ル
の

近
い
場
所
で
ボ
ー
ル
を
奪

う
事
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

メ
ン
タ
ル
面
で
は
最
後

ま
で
諦
め
ず
粘
り
強
く
戦

う
事
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
期
間
、
Ｕ

―

15
北
信
越
リ
ー
グ
に

出
場
す
る
選
手
、
Ｊ
リ
ー

グ
が
主
催
す
る
リ
ー
グ
戦

や
練
習
試
合
、
遠
征
な
ど

の
中
で
Ｆ
Ｐ
が
14
名
、
Ｇ

Ｋ　

２
名
が
新
潟
県
Ｕ―

14
新
人
戦
に
向
け
て
準
備

し
て
結
果
、
優
勝
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
準
優
勝

の
成
績
を
収
め
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

対
戦
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
チ
ー
ム
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
一
発
勝

負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝

ち
き
る
こ
と
の
難
し
さ
も

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら

応
援
し
て
下
さ
る
保
護
者

様
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
対

戦
相
手
、
審
判
員
に
対
し

て
の
リ
ス
ペ
ク
ト
精
神
な

ど
自
分
の
周
り
に
関
わ
る

全
て
の
人
々
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
、

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。



平成30年11月30日（5）

～～～ ウォーキングサッカー体験会 ～～～

【申込先】
新潟市西蒲区横戸１９５３

主催：西蒲区サッカー連盟
後援：（一社）新潟県サッカー協会、新潟市サッカー協会

潟東サルビアサッカー場
ＴＥＬ ０２５６－７８－８９２３

１月２０日（日）１０:００～１２:００
会 ＴＥＬ：０２５６−８６−３１１５場：潟東体育館　住所：新潟市西蒲区三方２　

ほか）参加費：５００円（保険代、会場使用料
持ち物：運動靴（内履き）、運動のできる服装

日 時：２０１９年１月１９日（土）１３:００～１５:００

（公財）日本サッカー協会
技術部副部長兼グラスルーツ推進グループ長 松田さんが潟東に‼
（公財）日本サッカー協会
技術部副部長兼グラスルーツ推進グループ長 松田さんが潟東に‼

上
越
地
区
の
活
動

上
越
地
区
女
子
委
員
長　

山
﨑　

栄
子

　

上
越
地
区
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
と
い
え
ば
、
古
く

か
ら
上
越
教
育
大
学
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
が
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
４

月
に
Ｊ
Ｊ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
が
で

き
、活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
田
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
は
、
関
根
学

園
高
校
、
高
田
商
業
高
校

に
も
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
と

ま
で
言
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
活
動
を
し
て

い
る
生
徒
が
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
女
子
の
チ
ー
ム
に

は
所
属
せ
ず
男
子
チ
ー
ム

や
部
活
動
に
参
加
し
て
い

る
選
手
が
毎
年
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
Ｊ
Ｊ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ

の
話
を
少
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
Ｊ
Ｊ
と
は
、「
上

越
女
子
」
の
略
で
す
。
何

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た

方
も
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
「
希
望
」
と

い
う
意
味
で
す
。
私
は
、

選
手
た
ち
に
「
Ｊ
Ｊ
ｗ
ｉ

ｓ
ｈ
と
は
、
上
越
の
希

望
の
チ
ー
ム
な
ん
だ
よ
。

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
と

き
の
選
手
た
ち
、
み
ん
な

の
先
輩
た
ち
が
付
け
た
名

前
な
ん
だ
よ
。」
と
話
し

ま
す
。
Ｊ
Ｊ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
の

前
身
は
、
上
越
地
区
女
子

サ
ッ
カ
ー
練
習
会
で
す
。

４
種
チ
ー
ム
の

中
で
活
動
し
て

い
た
女
子
た
ち

の
中
か
ら
「
女
子

だ
け
で
活
動
を

し
た
い
」
と
い

う
声
が
あ
が
り
、

そ
れ
を
受
け
て

始
め
た
活
動
で

す
。
そ
こ
で
、
活

動
し
て
い
た
選

手
た
ち
か
ら
中

学
生
に
な
る
と

き
に
、「
中
学
生

に
な
っ
て
も
や

り
た
い
。」
と
い

う
声
が
あ
が
り
、

そ
れ
を
受
け
る

形
で
Ｊ
Ｊ
ｗ
ｉ

ｓ
ｈ
が
結
成
さ
れ
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

上
越
の
女
子
選
手
の

「
サ
ッ
カ
ー
が
し
た
い
。」

と
い
う
声
を
大
切
に
し
、

第
27
回
全
日
本
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権 

北
信
越
大
会

選
手
権
北
信
越
大
会
を
終
え
て

帝
京
長
岡
高
等
学
校　

監
督　

松
野　

智
樹

　

昨
年
度
と
今
年
度
の
北

信
越
総
体
の
決
勝
、
今
年

度
の
皇
后
杯
本
戦
出
場
代

表
決
定
戦
と
３
度
敗
れ
て

い
た
福
井
工
大
福
井
高
校

に
よ
う
や
く
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
試
合
は

決
し
て
楽
な
試
合
で
は
な

く
、
何
度
も
攻
め
込
ま
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が

冷
静
に
、
そ
し
て
し
ぶ
と

く
選
手
は
戦
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

試
合
前
は
「
攻
撃
は
ア

ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
守
備

は
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
か

ら
」
と
選
手
に
伝
え
、
こ

れ
が
試
合
を
通
し
て
出
来

れ
ば
勝
機
は
見
え
て
く
る

と
話
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
そ
の
プ
ラ
ン
を
や
り

切
れ
ず
負
け
て
い
た
か
ら

で
す
。
選
手
は
今
ま
で
の

悔
し
さ
か
ら
終
始
積
極
的

に
プ
レ
ー
を
し
続
け
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を

通
し
て
選
手
の
飛
躍
的
な

成
長
が
み
ら
れ
、
本
当
に

頼
も
し
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

全
国
大
会
で
は
こ

の
勢
い
を
そ
の
ま
ま

に
「
初
出
場
・
初
優

勝
」
を
目
指
し
戦
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
大
会

を
運
営
し
て
く
だ

さ
っ
た
新
潟
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
女
子
委
員

会
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
新

潟
、
北
信
越
の
代
表

と
し
て
精
一
杯
戦
っ

て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
27
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
に
む
け
て

開
志
学
園
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
高
等
部

監
督　

繁
田
真
名
美

　

10
月
に
私
達
の
ホ
ー

ム
新
潟
県
で
行
わ
れ
ま
し

た
、
第
27
回
全
日
本
高
等

学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
北
信
越
大
会
に
て
、
今

年
度
も
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
年

明
け
ま
で
の
長
い
シ
ー
ズ

ン
を
戦
え
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、【
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
事
に
す
る
こ
と
】

【
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
す
る
こ

と
】【
し
っ
か
り
と
自
分

自
身
の
役
割
を
理
解
し

て
、
プ
レ
ー
・
行
動
す
る

こ
と
】
を
大
切
に
、【
常

に
前
向
き
に
・
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
】
を
合
言
葉
に
戦
っ

て
き
ま
し
た
。
３
年
生
を

軸
に
１
、２
年
生
の
若
い

力
を
加
え
、
一
歩
一
歩

チ
ー
ム
の
強
化
を
図
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
総

体
、
選
手
権
共
に
、
県
大

会
で
も
北
信
越
大
会
で
も

思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。
試
合
の

内
容
は
良
い
も
の
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

結
果
に
繋
げ
ら
れ
な
い
。

こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
気
持

ち
の
弱
さ
が
出
た
と
反
省

し
て
い
ま
す
。
競
っ
た
試

合
を
ど
れ
だ
け
自
分
た
ち

の
も
の
に
す
る
か
。
本
大

会
ま
で
の
期
間
に
、
自
分

の
弱
さ
、
課
題
と
し
っ
か

り
向
き
合
い
、
今
よ
り
も

成
長
し
た
チ
ー
ム
で

臨
め
る
よ
う
準
備
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
北
信
越
大
会
を

運
営
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
目
標
は
昨
年

の
ベ
ス
ト
16
と
い
う

結
果
を
塗
り
替
え
新

し
い
歴
史
を
作
る
こ

と
。
北
信
越
代
表
、

そ
し
て
新
潟
県
代
表

と
い
う
誇
り
を
持
っ

て
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
戦
い
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

○ 

第
27
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権 

北
信
越
大
会

　

 

平
成
30
年
10
月
13
日
（
土
）、
14

日
（
日
）、
20
日
（
土
）

　

 

ジ
ャ
パ
ン
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
・

十
日
町
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ

　

決　

勝

　
　

帝
京
長
岡
高
等
学
校

　
　
　
　

１―

０

　
　

福
井
工
大
福
井
高
等
学
校

　

優　

勝

　
　

帝
京
長
岡
高
等
学
校

　

準
優
勝

　
　

福
井
工
大
福
井
高
等
学
校

　

第
３
位

　
　

開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部

新
潟
日
報
杯
争
奪 

第
23
回
新
潟
県

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

下
越
地
区
女
子
委
員
長　

繁
田
真
名
美

　

11
月
３
日
（
土
）
〜
４

日
（
日
）
に
か
け
て
、
聖

籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
に
て
、「
新

潟
日
報
杯
争
奪　

第
23
回

新
潟
県
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
Ｕ―

12
の

部
と
一
般
の
部
に
分
か
れ

て
お
り
、
今
年
度
は
Ｕ―

12
の
部
、
一
般
の
部
と
も

に
６
チ
ー
ム
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

女
子
選
手
と
共
に
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

Ｕ―

12
の
部
は
、
普

段
男
子
チ
ー
ム
で
活
動
し

て
い
る
女
子
選
手
の
参
加

も
複
数
あ
り
、
普
段
女
子

チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る

選
手
達
と
交
流
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
身

体
は
小
さ
く
て
も
負
け
ん

気
の
強
さ
で
戦
い
を
挑
ん

で
い
く
下
級
生
や
、
さ
す

が
の
技
術
で
ゴ
ー
ル
を
決

め
る
上
級
生
な
ど
、
み
ん

な
の
一
生
懸
命
な
プ
レ
ー

が
見
ら
れ
る
活
気
あ
る
大

会
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
一
般
の
部
で

は
、
ク
ラ
ブ
と
高
校
、
大

学
、
中
学
生
か
ら
大
学

生
、
社
会
人
と
、
チ
ー

ム
や
年
齢
の
垣
根
を
越
え

て
交
流
で
き
た
と
思
い
ま

す
。一
般
の
部
と
な
る
と
、

プ
レ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
も
あ

が
り
、
白
熱
し
た
パ
ワ
フ

ル
な
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
真
剣
勝
負
の
白
熱
し

た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
こ
の
時
期

の
聖
籠
に
し
て
は
珍
し
い

晴
天
の
空
の
も
と
大
会
を

運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
選
手
、
指
導
者

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
今
年
も
無
事
に
大
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
度
は
さ
ら
に
活

気
あ
ふ
れ
る
大
会
に
出
来

る
よ
う
、
し
っ
か
り
準
備

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

サ
ッ
カ
ー
仲
間
を
ど
ん
ど

ん
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

に
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
応
援

お
願
い
し
ま
す
。

○ 

新
潟
日
報
杯
争
奪　

第
23
回

新
潟
県
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手

県
大
会

　

 

平

成
30
年
11
月
３
日（
土
）、

４
日
（
日
）

　

 

新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ

　

（
一
般
の
部
）

　

決　

勝

　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

　
　

レ
デ
ィ
ー
ス
Ｕ―

15

　
　
　
　

３―

０

　
　

グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ

　
　

レ
デ
ィ
ー
ス

　

優　

勝

　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

　
　

レ
デ
ィ
ー
ス
Ｕ―

15

　

準
優
勝

　
　

グ
ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ

　
　

レ
デ
ィ
ー
ス

　

第
３
位

　
　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

　
　

カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス

　

（
Ｕ―

12
の
部
）

　

優　

勝

　
　

セ
ン
ト
ヴ
ィ
ゴ
ー
レ
Ｇ 

　
　

Ｆ
Ｃ

　

準
優
勝

　
　

ヌ
エ
バ
ス
・
ニ
ナ
ス

　

第
３
位

　
　

長
岡
ｊ
ｏ
ｉ
ａ
ｓ



（6）平成30年11月30日

第97回全国高校サッカー選手権大会
初戦は高知県代表 高知西高校と対戦決定！

12月31日(月)　第１試合　12：05～
浦和駒場スタジアムにて試合開始予定

第97回全国高校サッカー選手権大会 新潟県大会

帝京長岡高校 優勝!
優 

勝

第42回JFA全日本U-12サッカー選手権大会
新潟県大会　club F3 優勝

Ｊ
Ｆ
Ａ
全
日
本
Ｕ―

12
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
優
勝
に
つ
い
て

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ 

Ｆ
３　

監
督　

松
原　

有
弘　

　

こ
の
度
、「
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
42
回
全
日
本
Ｕ―

12
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
新
潟
県
大
会
」に
出
場
さ
せ
て
頂
き
、

チ
ー
ム
創
設
14
年
目
に
し
て
初
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
大
会
を
運
営
し
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
日
頃
か
ら
交
流
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
チ
ー
ム

の
皆
様
、
Ｆ
３
に
関
わ
る
全
て
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
、
い
つ
も
通
り
の

自
分
達
の
プ
レ
ー
が
出
せ
る
よ
う
に
す
る
為
に
、
気
持

ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
大
事
に
し
ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
も
勝
ち
負
け
に
拘
る
あ
ま
り
、
本
来
の
プ

レ
ー
が
で
き
な
い
、
相
手
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
し

ま
う
な
ど
、本
来
の
動
き
が
出
来
な
く
な
る
経
験
か
ら
、

サ
ッ
カ
ー
の
原
点
で
あ
る
「
楽
し
む
」
事
を
改
め
て
再

確
認
し
チ
ー
ム
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
楽
し
む
」「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
」
前
向
き
な
言
葉
を
チ
ー
ム
全
体
で
浸
透
さ

せ
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
ど
ん
な
苦
し
い
場
面
で
も
前
向
き
に

物
事
を
捉
え
自
分
達
の
パ
ワ
ー
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

た
事
が
今
回
の
結
果
の
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
12
月
25
日
か
ら
12
月
29
日
の
5
日
間
、

鹿
児
島
県
で
全
国
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
新
潟
県
代
表
と
し
て
、
1
つ
で
も
上

を
目
指
し
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
Ａ
全
日
本
Ｕ―

12
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

新
潟
県
大
会
を
終
え
て

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ 

Ｆ
３　

主
将　

長
谷
川　

寛　

　

僕
達
ｃ
Ｆ
３
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
全
日
本
Ｕ―

12
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
新
潟
県
大
会
で
初
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
ま
で
、
支
え
て
応
援
し
て
く
れ
た
コ
ー
チ
や
保
護

者
の
方
々
、
い
つ
も
試
合
で
戦
っ
て
く
れ
た
ラ
イ
バ
ル

チ
ー
ム
の
人
達
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

僕
達
は
、
ず
っ
と
こ
の
大
会
で
優
勝
す
る
事
を
目
標

に
し
て
、
日
々
の
苦
し
い
練
習
や
多
く
の
試
合
を
全
力

で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

時
に
は
、
試
合
で
負
け
て
し
ま
い
、
悔
し
く
て
涙
を

流
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
の
経
験
が
、

チ
ー
ム
の
成
長
や
自
信
や
強
み
と
な
っ
て
こ
れ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
絶
対
に
最
後
ま
で
諦
め
な
い
と
い
う
強
い
気

持
ち
や
、
粘
り
強
い
プ
レ
ー
は
、
ど
こ
に
も
負
け
ま
せ

ん
。

　

全
国
大
会
を
1
ヶ
月
後
に
控
え
て
、
今
は
残
さ
れ

た
期
間
を
大
切
に
、
最
善
の
準
備
を
し
て
臨
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
新
潟
県
チ
ー
ム
の
代
表
と
し
て
、「
チ
ー

ム
一
致
団
結
」
し
て
、一
戦
一
戦
勝
利
を
目
指
し
ま
す
。

　

優
勝
を
目
指
し
て
、
強
気
で
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第 97回全国高校サッカー選手権大会
新潟県大会　試合結果

　　優　勝　帝京長岡高等学校
　　準優勝　北越高等学校
　　第３位　新潟明訓高等学校
　　　〃　　日本文理高等学校

11月 11 日（日）　決勝戦　12：15 ～
デンカビッグスワンスタジアム

帝京長岡 ４－１ 北　　越

第42回JFA全日本U-12サッカー選手権大会
新潟県大会　試合結果

　　　優　勝　club F3
　　　準優勝　吉田サッカークラブ
　　　第３位　水原サッカー少年団
　　　第４位　長岡 JYFC U-12

11 月３日（土）　決勝戦　長岡ニュータウン

c l ub  F3　２―１　吉田サッカークラブ

平
成
31
年
新
春
・

講
話
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

期
日　
　
　

平
成
30
年
１
月
13
日
（
日
）

会
場　
　
　

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

1
、
新
春
講
話
会
及
び
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

他

 

14
時
予
定

　
　

・
新
春
講
話
会

　
　
　

講
師　

山
本 

昌
邦　

氏

　
　

・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
　

・
ｅ

−

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
発
表
、

　
　
　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

2
、
新
年
会 

16
時
45
分
予
定

東日本大震災  復興支援
がんばろう   　 ニッポン！

サッカーファミリーのチカラをひとつに！

● ● スマイル＆チャレンジ ● ●

当協会にご支援いただいている法人各社

2007 年宣言の実現のため諸事業に取り組んでいます !!

 　　　 テレビ新潟　 ＢＳＮ新潟放送 
新潟日報　 東北電力　 総合生協
 　　　

キリンチャレンジカップ2018

サ
ッ
カ
ー
部
監
督　

古
沢　
　

徹　

　

こ
の
度
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

新
潟
県
大
会
に
お
い
て
、
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
決

勝
戦
で
は
、
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
見
に
来
て
い
た
だ
け
た
こ
と

で
、
こ
の
場
で
し
か
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い

緊
張
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
選
手
は
一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
、

持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
っ
て
く
れ
、
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
４

種
、
３
種
の
指
導
者
様
の
熱
の
あ
る
指
導
、
多

大
な
る
努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
学
校
や
長
岡
市
の
方
々
か
ら

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
勝
ち
取
っ
た
優
勝
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
目
標
で
あ
る
全
国
制
覇
を

し
て
、
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
新
潟
県
の
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い
戦
い

を
し
て
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
主
将　

小
泉　

善
人　

　

私
た
ち
帝
京
長
岡
高
校
は
昨
年
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
選
手
権
と
ど
ち
ら
も
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
に
こ
の
１
年
間
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

夏
の
県
総
体
で
は
決
勝
戦
で
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
選
手
１
人
１
人
の「
ま
だ
足
り
な
い
」

「
変
わ
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
衝
突
が
多
く
な
り
チ
ー
ム
と
し
て
う
ま
く
い

か
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ー

チ
陣
が
企
画
し
て
く
れ
た
夏
休
み
の
校
内
合
宿

を
経
て
チ
ー
ム
が
１
つ
に
な
っ
た
と
い
う
実
感

が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
選
手
権
新
潟
県
大
会
は
、

チ
ー
ム
と
し
て
１
つ
に
な
っ
て
戦
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
ス
タ
ジ
ア
ム
ま

で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
、
あ
の
大
応
援
団

の
も
と
素
晴
ら
し
い
環
境
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
支
え
て
く
れ
て
い

る
す
べ
て
の
人
の
お
か
げ
で
掴
ん
だ
新
潟
県
制

覇
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
も
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
す
。

帝
京
長
岡
高
等
学
校 
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